
奈
良
・藤
原
京

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一　
奈
良
県
橿
原
市
出
合
町
、
三
　
橿
原
市
葛
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
―
七
月

一
一　
二
〇
〇
三
年
九
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
橿
原
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一　
露
口
真
広
、
二
　
平
岩
欣
太

・
桝
田
　
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
中
頃

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

二
〇
〇
三
年
度
に
藤
原
京
跡
で
木
簡
の
出
上
し
た
調
査
は
、
二
件
で
あ
る
。

一　
左
京

一
・
二
条
四

・
五

坊

全
δ
Ｑ
二
十
二
次
）

調
査
地
は
、
天
香
久
山
の
北

方
約

一
ｋｍ
に
位
置
す
る
造
成
地

で
あ
る
。
中
ツ
道

（東
四
坊
大

路
）
と

一
条
大
路
の
交
差
点
、

及
び
そ
の
周
辺
に
相
当
す
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
中
ツ

道

（東
四
坊
大
路
）
と

一
条
大

路
及
び
そ
の
交
差
点
、
掘
立
柱
建
物
六
棟
、
井
戸
三
基
、
土
坑

一
基
で
あ
る
。

中
ツ
道

（東
四
坊
大
路
）
は
、
中
軸
線
を
固
定
し
道
幅
を
両
側
に
拡
幅
し
た

と
み
ら
れ
る
側
溝
四
条
を
、
南
北
七
〇
ｍ
に
わ
た
つ
て
検
出
し
た
。
道
路
規
模

は
拡
幅
前
が

一
六
ｍ
、
拡
幅
後
が
二
人

・
二
ｍ
で
あ
る
。
拡
幅
前
後
と
も
に
、

西
側
溝
よ
り
も
東
側
溝
が
○

・
五
ｍ
深
く
、
溝
内
堆
積
土
も
東
側
溝
は
砂
が
主

体
、
西
側
溝
は
粘
土
が
主
体
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
東
側
溝
が
排
水

溝
、
西
側
溝
が
空
堀

（雨
水
溝
）
と
い
う
機
能
差
を
想
定
で
き
る
。

木
簡
は
、
拡
幅
後
の
東
側
溝
Ｂ
の
溝
底
か
ら

一
三
三
点
出
土
し
た
。
他
に
多

量
の
木
片

・
木
婿
が
出
土
し
て
い
る
。
墨
書
の
な
い
木
片
の
多
く
は
表
面
が
滑

ら
か
に
削
ら
れ
て
お
り
、
元
来
木
簡
で
あ
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
東
側
溝
Ｂ
は
幅
三
ｍ
深
さ

一
・
一
ｍ
で
あ
る
。
出
土
地
点
は
左
京
二

条
五
坊
の
西
北
隅
に
面
す
る
淀
み
部
で
あ
る
。
木
簡

・
木
片
群
に
は
流
水
に
よ

る
摩
耗
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
た
め
、
ご
く
近
い
地
点
か
ら

一
括
し
て
投
棄

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
以
外
の
主
な
出
土
遺
物
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
、

瓦
、
金
属
製
人
形
六
点
、
木
製
人
形
三
点
、
土
馬
、
斎
串
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、

体
部
外
面
に

「水
」
と
墨
書
し
た
須
恵
器
杯
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。

本
調
査
の
成
果
と
し
て
、
通
常
の
大
路
を
超
え
る
規
模
の
幹
線
道
路
が
藤
原

京
末
期
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
木
簡
の
年
紀
か
ら
実
証
で
き
た
こ
と
、
宅
地

班
給
状
況
が
ほ
と
ん
ど
不
明
な
藤
原
京
で
、
木
簡
の
記
載
人
名
か
ら
有
力
者
の

居
住
地
に
関
す
る
貴
重
な
手
が
か
り
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

(桜井・吉野山)



2003年出上の木簡

| 一
一　
左
京
北
四

・
五
条

一
坊

全
一Ｏ
Ｑ
千
土
小
次
）

調
査
地
は
耳
成
山
の
北
北
東
約
七
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
水
田
地
帯
で
あ
る
。

朱
雀
大
路
北
延
長
道
路
と
北
四
条
大
路
の
交
差
点
に
相
当
す
る
。
調
査
面
積
は

三
二
人
２ｍ
Ｏ
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
朱
雀
大
路
北
延
長
道
路
、
北
四
条
大
路
、

区
画
溝
な
ど
で
あ
る
。

朱
雀
大
路
北
延
長
道
路
の
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
六
七
は
、
幅
三

・
二
１
三

・
五
ｍ
深

さ
Ｏ

・
七
ｍ
、
北
四
条
大
路
の
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
六
五
と

「十
」
形
に
、
南
側
溝
Ｓ

Ｄ
六
六
と

「卜
」
形
に
そ
れ
ぞ
れ
接
続
す
る
。
Ｓ
Ｄ
六
七
は
、
掘
り
直
し
に
よ

り
、
藤
原
宮
期
と
奈
良
時
代
中
頃
の
二
時
期
の
堆
積
に
分
け
ら
れ
る
。

北
四
条
大
路
は
、
側
溝
心
々
間
距
離

四

・
五
ｍ
路
面
幅

一
二
ｍ
を
測
る
。

Y‐―
ド  六

南
北
両
側
溝
と
も
に
Ｓ
Ｄ
六
七
へ
流
れ
こ
む
。
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
六
五
は
、
Ｓ
Ｄ
六

七
よ
り
東
で
は
幅
二

・
七
ｍ
深
さ
○

・
三
五
ｍ
、
Ｓ
Ｄ
六
七
よ
り
西
で
は
幅

○

・
六
ｍ
深
さ
○

。
二
ｍ
と
規
模
が
小
さ
く
な
る
。
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
六
六
は
、
幅

二
ｍ
深
さ
〇

・
五
五
ｍ
を
測
る
。

木
簡
は
、
朱
雀
大
路
北
延
長
道
路
の
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
六
七
と
北
四
条
大
路
北
側

溝
Ｓ
Ｄ
六
五
の
合
流
点
付
近
で
、
藤
原
宮
期
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の

あ
た
り
の
溝
幅
は
最
大

一
〇
ｍ
近
く
あ
り
、
淀
み
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
淀
み
部
に
は
流
れ
ず
に
残

っ
た
板
材
や
丸
太
材
な
ど
の
加
工
木
が
集

中
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
木
簡
が

一
点
出
土
し
た
。
木
簡
以
外
の
出

土
遺
物
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
瓦
、
土
馬
、
神
功
開
宝
二
点
、
攀
状
鉄
製
品

一
点
、
獣
骨
な
ど
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京

一
・
二
条
四

・
五
坊

全
一〇
Ｑ
二
十
二
次
）

【足
人
力
〕

①
　
。
「
穂
積
親
王
宮
□
□
□
□
□
　
」

2003-9次遺構図 (藤原宮期)
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∞
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恵
□
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□
奉
上
　
　
香
子
夫
持
上
之
口
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口
　
　
　
　
□
□
□
　
　
　
口
　
　
　
　
（］じ
遜
巽
ｏ
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「　
　
　
　
□
　
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
」

【受
小
力
〕

名

□
□
□
二
石
　
□
　
和
銅
二
年
十
月
七
日
」
やや要

（こ

慈

ｏ驚

・
ロ
ーー
□
□
□
□

　

（削
り
残
リ
ア
リ
）

。

和
銅
二
年
　
□

（削
り
残
リ
ア
リ
）
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2003年出上の木簡

墨
書
の
な
い
木
片
も
含
め
、
全
体
と
し
て
縦
方
向
に
割
裁
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、
荷
札
状
の
も
の
は
少
な
い
。
よ
っ
て
文
書

・
帳
簿
木
簡
が
主
体
と
思
わ
れ

る
。
い
は
左
右
割
れ
。
中
央
行
の

「穂
積
親
王
宮
」
に
続
け
て
三
行
割
書
の
人

名
が
記
さ
れ
、
裏
面
に
至
る
書
式
で
あ
ろ
う
。
人
名
は
表
裏
合
わ
せ
て
計
六
人

分
が
想
定
さ
れ
る
。
帳
内
な
ど
の
歴
名
か
。
②
は
上
折
れ
、
右
割
れ
。
「穂
積

親
王
」
の
二

・
三
文
字
目
が
残

っ
た
も
の
か
。
０
は
下
折
れ
。
表
面
二
文
字
目

は
言
偏
の
文
字
。
秀
の
下
部
に

「
日
」
が
み
え
る
の
で
、
「詔
」
の
可
能
性
も

あ
る
が
断
定
で
き
な
い
。
「奉
上
」
の
語
句
は
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
や
平
城

京
左
京
三
条

一
坊
十
五
坪
出
土
木
簡

（和
銅
四
年
、
本
誌
第
一
人
号
⑪
）
な
ど
に

み
ら
れ
る
。
貴
顕
に
物
を
奉
る
意
と
考
え
ら
れ
、
人
世
紀
前
半
頃
ま
で
の
用
例

が
多
い
。
い
は
左
右
割
れ
。
物
品
の
授
受
に
関
す
る
文
書
も
し
く
は
伝
票
木
簡

か
。
働
は
上
下
折
れ
、
左
割
れ
。
裏
面
五
文
字
目
は
未
偏
の
文
字
。
⑦
は
ほ
ぼ

完
形
の
銭
付
札
。
切
り
込
み
が
深
く
、
銭
を
入
れ
た
甕
な
ど
の
回
縁
部
に
紐
で

括
り
付
け
た
も
の
か
。
額
面
が

一
貫
弱
な
の
で
、
省
隔
法

・
省
肝
法
と
の
関
連

が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『日
本
霊
異
記
』
中
巻
十
八
縁
に
は
、
銭
四
貫
が
入

っ
た
器
に

「短
籍
」
を
付
け
る
、
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
①
は
上
折
れ
、
左
割
れ
。

９
は
上
下
折
れ
、
左
割
れ
。
い
ず
れ
も
給
食
に
関
係
す
る
か
。
⑩
は
笏
状
の
木
片

に
刻
書
し
た
も
の
。
四
周
に
は
加
工
痕
が
確
認
で
き
る
が
不
整
形
。
未
製
品
か
。

こ
の
他
の
大
半
の
木
簡
は
、
廃
棄
時
の
割
裁
処
分
あ
る
い
は
二
次
的
な
加
工

に
よ
り
釈
読
で
き
な
い
。
木
簡
の
一
部
は
斎
串
に
転
用
さ
れ
て
お
り
、
主
頭

・

尖
端

・
左
右
側
面
に
切
り
込
み
を
入
れ
た

一
般
的
な
形
状
の
も
の
、
上
下
端
を

片
側
か
ら
斜
め
に
削
る
形
状
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
人
面
を
墨
で
描
い

た
木
製
人
形
が

一
点

（文
字
な
し
）
出
土
し
て
い
る
。

一
一　
左
京
北
四

・
五
条

一
坊

（二
〇
〇
三
十
九
次
）

〔
止
力
〕

硼

　

「□
□
山
司
倭
令
佐
□
大
夫
　
際
剛
眺
酬
□
□

□口
□
　
□
」

∞
ｏ
卜
×
ヽ
］
×
い
　
ｏ
牌
Ｐ

〔道
力
〕

右
上
に
欠
損
が
あ
る
ほ
か
、
土
圧
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
凹
み
が
全
面
に
あ
る
。

肉
太
の
大
振
り
な
書
き
出
し
に
続
け
て
、
や
や
小
振
り
の
字
で
二
行
割
書
に
記

す
。
書
き
慣
れ
た
筆
致
で
あ
る
。
二
片
に
分
離
し
て
お
り
、
裏
面
の
上
端
か
ら

約
五
〇
血
の
位
置
で
上
方
へ
向
か
っ
て
入
刀
し
、
表
面
の
上
端
か
ら
約
二
四
剛

の
位
置
で
横
方
向
に
切
断
す
る
。
廃
棄
時
の
処
置
で
あ
ろ
う
。

「□
□
山
司
」
は
地
名
を
冠
す
る
官
司
名
、
「倭
令
」
は
倭
国
宰
に
関
係
す

る
官
職
名
と
も
考
え
ら
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
「佐
□
大
夫
」
は
人
名
十
尊

称
で
あ
ろ
う
。
割
書
部
分
は
凹
み
に
よ
る
損
傷
が
著
し
い
が
、
万
葉
仮
名
で
和

文
を
記
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

橿
原
市
教
育
委
員
会

『橿
原
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
槻
報
　
平
成

一
五
年

度
』
全
６
０
四
年
）

（
貯
文
蒋
脚
癬
広
ば
に
　
薄

〈
岩
紳
琳
文
化
財
研
究
所
↓
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